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藻琴山を起点とする 河川流域 藻琴川 浦士別川 止別川 において 年 月 年 月に
コウモリ類の分布および生態を調査した また 一部捕獲個体に電波発信機を装着し ねぐらを探した 調査
地点は 生息環境や標高など調査場所の特徴に基づいて ヵ所に設置された 森林内調査では
広葉樹二次林 カラマツ地域 の捕獲個体数が少なかったが 標高と植生に関係なくヒメホオヒゲコウモリ
とコテングコウモリは 捕獲個体数に占める割合が 種あわせて であった ニホンウサギコウモリ
は 北海道で最も高い標高で確認され モモジロコウモリは ド ベントンコウモリよりも流れが速い河川
で多く捕獲された 繁殖ねぐらは キタクビワコウモリ カグヤコウモリ モモジロコウモリ ド ベント
ンコウモリでそれぞれ ヵ所ずつ確認され そのうちのド ベントンコウモリは テレメトリ 調査により
樹洞がねぐらであることを確認した 藻琴山のコウモリ相は 標高の高い針広混交林に個体数 種類ともに
多く それ以外の地域では少ない傾向がみられた
コウモリ相 北海道藻琴山 ド ベントンコウモリ ヒメホオヒゲコウモリ コテングコウモリ
河川流域 網走市 大空町 小清水町 を中心に調査し
た 各調査地点をそれらの標高と植生による特徴によって
コウモリ類は 世界で 種を数え ほぼ全世界に分 区別し さらに捕獲地点を森林内か河川あるいは湖上かに
布し哺乳類全体の約 分の を占めている そのうち日 区別した なお 植生環境については 調査地を中心とし
本では すでに絶滅したと考えられている 種を含め た 四方の植生を を用いて 農地 常
種のコウモリが確認され 北海道では 種 北海道東部 緑針葉樹 カラマツ林 広葉樹 市街の つに分類し そ
道東 では 種が確認されている れぞれの割合 を示し また 広葉樹二次林の割合
網走周辺のコウモリ類の分布は 旧女満別町では 種 も示した 表
のほか 美幌町では 種 斜里町では 種 が報告さ 森林内の調査地は を用いて 標高と植
れている また 生態に関しては 美幌町で街灯へ飛来す 生により 地区 標高 以下 農地 河畔林地域
るコウモリ数と昆虫の発生消長 やキタクビワコウモリ 地区 広葉樹二次林 カラマツ地域 地区
の繁殖コロニ 周辺の利用 斜里町ではねぐらのテレメ 針広混交林地域 地区 ダケ
トリ 調査 の研究が行われている カンバ 針葉樹林地域 の 地区に区分された 図 調
しかし コウモリ類の生態学的知見は増加しつつあるも 査はそれぞれの地区において カ所ずつ合計 カ所で行
のの 種の同定が難しいこと や その実態が把握されな われた 森林内におけるコウモリの捕獲のために 林道も
いまま開発や災害によってその数が減少してしまう可能性 しくは廃道にカスミ網計 枚を高さ から
がある さらに夜行性の飛翔動物であるために肉眼によ までの範囲に 幅は任意に約 と に設置し
る観察がきわめて困難であることから保護対策の策定に必 た 調査時間は 日没後 分から 時間 分の間とした
要とされる基礎的情報は大きく不足している なお 小清水神社参道 図 の では 日没後 分か
そこで 本研究は現在までコウモリ類に関する報告がな ら 時間とした
い北海道東部の藻琴山を起点とした 河川流域について分 水面上の調査は 藻琴川 浦士別川 止別川 濤沸湖周
布および生態を調査し コウモリ類の保全の基礎にしよう 辺の河川上および湖上において 合計 カ所で行われた
とした 河川では それぞれの流速を測定した 測定方法は 水を
ほぼ満杯に入れたフィルムケ スを平瀬で 流した時
間を計測し それを 回ずつ行った平均値を流速
道東の藻琴山を起点とする藻琴川 浦士別川 止別川の とした 捕獲調査は カスミ網 枚を使用し 川を横切る
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須貝 近藤 相馬 増子
森林内調査地の植生
調査地区地図
ように水面から高さ から までの範囲に設置 ら半径 とした
して行われた 調査時間は 日没後 分から 時間 分 野外でカスミ網を使い捕獲した種については 主に水面
の間を基本としたが 多く捕獲された場合は時間を早めて 上 で採餌を行うモモジロコウモリ
終了した とド ベントンコウモリを水面種とし その他
また 上記以外の地域 およ の種を森林種に分けて整理し それらの間で 検定を行っ
び標高 以上の ヵ所 においても 必要に た また 森林内調査 地区の検定および水流の速さと捕
応じてカスミ網を使い捕獲調査を行った 獲数の検定も 検定を用いた
ねぐらの調査は 通りの方法で行われた 廃屋や神社 調査は 年 月 年 月から 月と 年
などで糞の有無などの痕跡を確認後 カスミ網を設置し捕 月から 月に行われた 捕獲した個体は 種 性別 年齢
獲を行った また 洞窟や橋の下で休息個体を確認した場 が調べられ 前腕長 体重 翼開長が計測された後 標識
合は 捕虫網や直接手で捕獲した 樹洞内での生息が予想 コウモリ用リング が取り付けられ放逐された 幼獣の判
されるド ベントンコウモリ の調査には 定は の基準に従って行われ 指骨
電波発信機 重量 製 を装着し 受信機 の骨化状態が不完全な個体は幼獣とし それ以外の個体は
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を参考として行われ 学名は た 調査地 の 離れた小清水神社の屋根裏に
によった カグヤコウモリの繁殖コロニ があるため カグヤコウモ
なお 本調査は環境省鳥獣捕獲許可第 号および リ 個体を含めた場合 除いた場合の両者を算出した 除
第 号 北海道庁鳥獣捕獲許可第 号および第 いた場合は 個体であった 地区では 種 個体が捕
号を得て行われた 獲され 地区では 種 個体が捕獲された ならびに
地区では 種 個体が捕獲された 地区の総個体数の
比較検定 すなわち 検定を行った結果 除いた場合は
すべての調査の結果 合計 種 個体が捕獲された 値 自由度 で有意差があり 地区で
すなわち キタクビワコウモリ 個 は最も個体数が少なかった 含めた場合でも 値 自
体 チチブコウモリ 個体 ニ 由度 で有意差があった 捕獲地区の植生 表
ホンウサギコウモリ 個体 ヒナ と捕獲個体数の関係をみると 農地林や広葉樹二次林 カ
コウモリ 個体 カグヤコウモリ ラマツ林で少なく 常緑針葉樹の多い場所で多かった
個体 ウスリ ホオヒゲコウモリ 森林内の調査では ヒメホオヒゲコウモリとコテングコ
個体 ヒメホオヒゲコウモリ ウモリの捕獲数が 種あわせて全体の であった ま
個体 ノレンコウモリ 個体 モモジロ た 標高が高い 地区は 個体を示したが 標高が低い
コウモリ 個体 ド ベントンコウモリ 個体 テング 地区は ともに 個体と個体数はそれぞれ僅差
コウモリ 個体 コテングコウモリ であった この両種は雌および幼獣がそれぞれにおいて採
個体であった 捕されたことにより全ての調査区で繁殖していることが示
次に それぞれの調査場所の結果について述べる 唆された また チチブコウモリは 雌雄の割合に格差が
あり雄が と多く 生息環境では 地区が
と高かった
森林内 地区で捕獲されたコウモリ類の性別と個体数を 上記の 地区以外に カ所 図
図 に示した 地区では 種 個体が捕獲された そ 地区以外に カ所 図 高標高地区に カ所 図
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須貝 近藤 相馬 増子
水面種であるモモジロコウモリとド ベントンコウモリの水面上の捕獲数と流速
訳は および では ウスリ ホオヒゲ
コウモリ雄 個体 ヒメホオヒゲコウモリ雄 および雌 ねぐらは 種 個体が捕獲された 中園神社 図
個体 コテングコウモリ雄 および雌 個体が捕獲され で キタクビワコウモリのみ 雌 個体が捕獲された
のオンネ浦士別旧作業場の周囲では チチブコウモリ 年 月 日に捕獲した個体の一つは 体重が
雌 個体 ニホンウサギコウモリ雄 個体 ヒメホオヒゲ であり 腹部に膨らみが見られ妊娠兆候が確認された 同
コウモリ雄 および雌 個体が捕獲された また 地区 じく 月 日に捕獲された個体には 授乳痕が確認され
より標高が高いハイランド小清水キャンプ場 標高約 た 小清水倉栄防空壕 図 では 種 個体が捕
図 では チチブコウモリ雄 および雌 個体 獲された 内訳は モモジロコウモリ雄 および雌 個体
ウスリ ホオヒゲコウモリ雄 個体 ヒメホオヒゲコウモ ド ベントンコウモリ雄 および雌 個体 ウサギコウ
リ雌 個体 コテングコウモリ雄 個体が捕獲された ま モリ雄 個体であった そのうち モモジロコウモリの幼
た 銀嶺山荘 標高約 図 では ニホンウサ 獣が 年 月 日に捕獲された 年 月 日に
ギコウモリ雄 個体が捕獲された は 浦士別川境橋 図 で ド ベントンコウモリの
み雄 個体が捕獲された オンネ浦士別旧作業場 図
では ノレンコウモリ雄 個体のみが捕獲された
水面種であるモモジロコウモリとド ベントンコウモリ 年 月 日に東幹線川北 号橋および北 号橋で
の水面上の捕獲数と流速を図 に示した また 水面上で 捕獲したド ベントンコウモリの授乳している雌 個体に
は森林種も捕獲され 種 個体となった 捕獲個体の 電波発信機 番と 番 を取り付け 捕獲地点から半径
内訳は モモジロコウモリ 個体 ド ベントンコウモ の範囲でねぐらの場所を探索した その結果 捕獲地
リ 個体 ヒメホオヒゲコウモリ 個体 カグヤコウモリ 点から南に約 離れた防風林 図 で 番の反
個体 ニホンウサギコウモリ 個体 コテングコウモリ 応を捉え 胸高直径 のミズナラの枝の朽ちた樹洞に
個体であった ねぐらを確認した なお 番の反応を捉えることはでき
水面種 種の捕獲数をそれぞれの地点の流速 なかった
遅い 中間 速い の グ
ル プに分けて 検定を行った結果 値 自由度
で有意差があり 速くなるにしたがってモモジ 本調査において森林内での繁殖が示唆されたヒメホオヒ
ロコウモリが多く 遅くなるにしたがってド ベントンコ ゲコウモリについて 安井ら は 標高 前後での
ウモリが多かった 調査により自然林への依存性が高い種であると述べ 前
ねぐら以外の森林内および水面上のカスミ網調査では 田 松村 は 本種は標高の高い森林や原生林と結びつい
種 個体が捕獲された 捕獲場所 すなわち水面上と ていると述べている また 北海道においても 自然林に
森林内において 水面種と森林種それぞれの捕獲数を比較 対する依存性が同様に高く標高の高い地域でも報告されて
すると 水面上では 水面種が 個体と森林種が 個 いる しかし 自然林が極めて少ない 地区や 地区
体 森林内では 水面種が 個体と森林種が 個体が捕 においても 他の区と変わらずに捕獲された そのような
獲された 水面種と森林種で 検定を行った結果 値 例は 道東の二次林やカラマツ林でも報告されている
自由度 で捕獲場所によって水面種と森 このため 本種は この地域においては自然林と関係なく
林種の捕獲数に有意差がみられ 水面上では水面種が多 捕獲できる種と言える
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多く捕獲される傾向は 他の調査でも同様に見られる カグヤコウモリは 樹洞 家屋 をねぐらとする種であり
しかし 哺乳類の性比は と考えられる ことや 雌が 旭川市の上川神社 や旭川市の農家のサイロの天井 芽
多く捕獲されるところも報告されている ので 今回は 室町の樹洞 で繁殖が確認されている これら 種は 森
雌の行動範囲外で調査をしたと考えるべきであろう チチ 林の伐採などによる樹洞ねぐらの破壊があっても 家屋な
ブコウモリの適正環境を考えるうえで 河合ら は テレ どにねぐらを代替えできるので影響はさほどないように思
メトリ 調査を行い 樹皮下をねぐらとして利用した える
例 針葉樹 本 広葉樹 本 のうち 本が枯れ木であり 森林をねぐらとする種では 繁殖中のド ベントンコウ
森林環境として適度に枯損木のあることが重要であると述 モリが テレメトリ 調査により樹洞をねぐらとしている
べている 今回の結果からも 森林内の 調査地では 針 のが明らかになった 本種は樹洞性であり 調査地周辺
広混交林が多い 区と 区では全体の が捕獲さ には河畔林と防風林が存在することから 他のド ベント
れ 針広混交林と密接な関係であることが伺える 雌が多 ンコウモリも防風林を繁殖ねぐらとして利用している可能
く捕れた植生環境も全て針広混交林であり チチブコ 性が考えられる この様に 藻琴山を起点とする 河川の下
ウモリは 針広混交林を適正環境として利用していること 流域の水面上で捕獲されたド ベントンコウモリと森林内
が考えられる の調査の 地区と 地区に多く捕獲されたチチブコウモ
カグヤコウモリは 個体捕獲されたが 小清水神社参 リやヒメホオヒゲコウモリの 種は 樹洞や樹皮裏などが
道 調査地 の 個体を除けばごくわずかしか捕獲さ たくさんある森林に依存していることが考えられる
れていない 森林内の調査の 北欧のキタクビワコ 繁殖ねぐらは テレメトリ 調査を行わない限り見つける
ウモリのコロニ では 幼獣がいる時は 普段は 以 ことは不可能に近い そのため 今後もテレメトリ 調査
内で採餌するが 昆虫が少ない時は 離れた所まで を行い 樹洞性コウモリにおける森林のねぐら利用状況を
出かけ 育児が終わった時には 地点まで出かけ 明らかにし コウモリの保全につなげる必要があると考え




北海道の標高 以上の場所でコウモリを捕獲した 管理学研究室の小林万理准教授 金岩 稔講師 ならびに
例では 吉行 遠藤 太田ら 阿部ら 流速の計測法についてご助言頂いた東京農業大学生物資源
河合 百年の森ファンクラブ 出羽ら 開発研究所オホ ツク実学センタ の笠井文考研究員に厚
河合 近藤 佐藤 佐 木 の報告があり 種が捕獲 くお礼申し上げる また 捕獲調査を手伝って頂いた東京
されている その中で成獣雌の種は ヒメホオヒゲコウモ 農業大学生物産業学部生物生産学科動物生産管理学研究室
リ コテングコウモリ ウスリ ホオヒゲコウモリ カグ コウモリ班の藤崎裕子 小串明代 田中智絵 黒澤春樹
ヤコウモリ キタクビワコウモリであった 今回のチチブ 倉野翔史の各班員には大変お世話になった 心よりお礼申
コウモリは 今までの報告例では標高 の雄が一番高 し上げる
いところであった 標高 で捕獲した雌は 授乳
痕が確認され 残雪が多かったところであり 季節的移動
も考えられる また ニホンウサギコウモリは 銀嶺山荘
のダケカンバ トドマツ林の標高 付近で捕獲され
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須貝 近藤 相馬 増子
モリ類の記録 年 美幌博物館研究報告
中川 元 知床博物館所蔵の翼手目標本について 知 近藤憲久 佐 木尚子 北海道東部 パイロット
床博物館研究報告 フォレスト のコウモリ相 東洋蝙蝠研究所紀要
前田喜四雄 川道美枝子 斜里町における樹洞性コ 近藤憲久 芹澤裕二 佐 木尚子 北海道浜中町の
ウモリ調査 知床博物館研究報告 コウモリ相 東洋蝙蝠研究所紀要
近藤憲久 コウモリ類の現状と課題 しれとこライブ 三浦慎悟 第 章 性選択 繁殖をめぐる性の競争
ラリ 知床の自然保護 斜里町立知床博物館編 北海 哺乳類の生態学 東京大学出版会 東京
道新聞社 札幌 車田利夫 近藤憲久 平川浩文 佐 木尚子 河合久仁子
今 尚哉 山鹿百合子 北海道美幌町の街灯へ飛来す 北海道チミケップ湖周辺の哺乳類相 北海道環境科
るコウモリと昆虫の発生消長について 美幌博物館研究報 学研究センタ 所報
告 赤坂卓美 柳川 久 佐 木康治 矢野幹也 山口裕司
若林真依子 山鹿百合子 美幌町におけるキタクビ 北海道十勝 日高地方の翼手類相 足寄町芽登に
ワコウモリの繁殖コロニ 周辺の利用 美幌博物館研究報 おける捕獲記録 森林野生動物研究会誌
告 佐藤雅彦 佐藤里恵 村山良子 出羽 寛 河合久仁子
前田喜四雄 川道美枝子 瀬川也寸子 斜里町にお 中山知洋 前田喜四雄 幌加内町におけるコウモリ
ける樹洞性コウモリ調査 知床博物館研究報告 類の分布 利尻研究
河合久仁子 重昆達也 近藤憲久 出羽 寛 安井さち
佐藤雅彦 前田喜四雄 礼文と枝幸におけるコウモ 子 平川浩文 森林に棲むコウモリ類のねぐら調査






佐 木尚子 近藤憲久 芹澤裕二 北海道釧路湿原
のコウモリ相 標茶町郷土館報
赤坂卓美 柳川 久 中村太士 コウモリ類による日 吉行瑞子 遠藤公男 北海道日高山系の翼手類 国立
中のねぐらとしての橋梁の利用 北海道帯広市の事例 科学博物館専報
保全生態学研究 阿部 永 前田喜四雄 川辺百樹 十勝川源流部原
生自然環境地域の哺乳類 環境庁委託十勝川源流部原生自
然環境地域調査報告書
前田喜四雄 日本産翼手目 コウモリ目 検索表 阿
部 永 石井信夫 伊藤徹魯 金子之史 前田喜四雄 三 佐藤雅彦 佐 木伸宏 利尻山登山道にて拾われたヒ
浦慎吾 米田政明 日本の哺乳類 改訂版 東海大学出 メホオヒゲコウモリ 利尻研究
版会 東京 近藤憲久 佐 木尚子 中標津の格子状防風林 保
存 活用事業報告書 中標津町文化的景観検討委員会
出羽 寛 小菅正夫 旭川地方におけるコウモリ類
旭川市博物館研究報告
出羽 寛 旭川地方のコウモリ類 旭川大学紀要
安井さち子 上條隆志 繁田真由美 佐藤洋司 栃 前田喜四雄 日本コウモリ研究誌 翼手類の自然史
木県におけるヒメホオヒゲコウモリ 東京大学出版会 東京
の分布と現存植生図を用いた分布の解析 哺乳類科 前田喜四雄 出羽 寛 旭川産カグヤコウモリ
学 の繁殖習性 哺乳動物学雑誌
前田喜四雄 松村澄子 翼手目 レッ 出羽 寛 北海道 道北南部のコウモリ類の分布と生
ドデ タ 日本の哺乳類 哺乳動物学会編 文一総合出 息環境 旭川大学紀要
版 東京 柳川 久 前田敦子 谷崎美由紀 赤坂卓美 北海
太田嘉四夫 阿部 永 小林恒明 大泰司紀之 前田喜四 道芽室町北伏古地区における翼手目の捕獲記録 第 報
雄 補充調査地 置戸地域の動物相調査報告 森林野生動物研究会誌
北海道北見置戸地区における鳥類および哺乳類群集調 富士元寿彦 樹洞におけるド ベントンコウモリの
査報告 陸上生態系における動物群集の調査と自然保護の 観察例 利尻研究
研究 国際生物学事業計画 昭和 年度研究報告 安井さち子 上條隆志 三笠暁子 繁田真由美 長岡浩
子 水野昌彦 山口喜盛 小柳恭二 辻 明子 斉藤
河合久仁子 糠平周辺におけるコウモリ相 ひがし大 久 斉藤 理 栃木県日光市におけるヒメホオヒゲ
雪博物館研究報告 コウモリの夏期のねぐら 日中の休息場所 につ
出羽 寛 赤坂卓美 河合久仁子 近藤憲久 佐 木尚 いて 東洋蝙蝠研究所紀要
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UGAI ONDO OUMA ASUKO
was captured more frequently along fast ﬂowing rivers, compared with Breeding
: The distribution of bats was investigated from August to September in three
river basins (Mokoto, Urashibetu, and Yambetsu) originating in Mt. Mokoto, Hokkaido. Radio trans-
mitters were attached to some captured individuals to locate their roosts. The investigation was
conducted at sites, considering the characteristics of each place, such as the living environment and
altitude. In forests, although capture rates were low at altitudes of to m (secondary broad-
leaved forests with larch plantations), and together accounted for
. of all captured individuals, regardless of the altitude and ﬂora. were cap-
tured at altitudes above m and were observed at the highest altitude in Hokkaido.
roosts were observed at sites of investigation, one of which, a tree hollow, was identiﬁed as that of
by telemetry. In order to protect bats, it may be necessary to investigate the actual use
of breeding roosts, and telemetry may play an important role in such an investigation. In bat fauna
of Mt. Mokoto, there are many individuals and species of broadleaved-coniferous forest at high alti-
tude, but only a small number of larch forest, secondary of broad-coniferous forest and farmland
forest.
: Bat fauna, Mt. Mokoto, Hokkaido,
Shoutaro S , Norihisa K , Kousaku S and Takayoshi M
By
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Bat Fauna in Three River Basins Originating
in Mt. Mokoto, Hokkaido
dactylus, Myotis petax.
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